
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

             

 

       

７
月
１
日
、
自
・
公
政
権

に
よ
り
、
集
団
的
自
衛
権
容

認
を
閣
議
の
み
で
決
定 

 

こ
れ
は
、
日
本
が
海
外
で

戦
争
す
る
国
へ
、
他
国
の
戦

争
に
国
民
を
送
り
だ
す
舵
を

き
る
も
の
で
す
。 

             

           

こ
の
決
定
を
閣
議
だ
け
で 

決
め
る
の
は
、
憲
法
の
ハ
ド

メ
や
国
会
、
国
民
不
在
の
決

め
方
で
す
。 

 

今
後
、
閣
議
決
定
撤
回
や

閣
議
決
定
を
受
け
た
下
位
立

法
で
あ
る
国
家
安
全
保
障
法

案
の
成
立
を
阻
止
し
て
軍
国

主
義
復
活
を
く
い
止
め
ま
し

ょ
う
。 

（
９
月
議
会
・
予
定
） 

9
日 

初
日 

１０
日
総
務
経
済
委
員
会 

１１
日
福
祉
教
育
委
員
会 

１２
日
建
設
水
道
委
員
会 

１６
日
か
ら
１８
日 

決
算
特
別
委
員
会 

２４
日
、
２５
日
一
般
質
問 

２９
日 

本
会
議 

             

     

１ 

公
共
バ
ス 

存
続
を
求
め

る
会
の
請
願
書
が
三
百
筆
、

集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
紹
介

議
員
を
引
き
受
け
ま
し
た
。 

 

バ
ス
は
地
域
差
が
あ
り
ま

す
が
、
お
年
寄
り
、
子
ど

も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
達

の
足
で
す
。
老
朽
化
し
て
い

て
も
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と

の
並
存
が
地
域
の
福
祉
に
役

立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

２ 
精
神
障
害
者
の
ご
家
族
会

か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。 

県
知
事
の
判
断
で
精
神
障
害

者
の
医
療
費
助
成
が
１０
月
か

ら
拡
充
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
助
成
の
1/2
負
担
の

市
の
体
制
が
で
き
て
い
な
い
。

対
象
者
を
１
級
ま
で
に
し
来

年
４
月
か
ら
と
の
回
答
で
す
。 

 

他
の
障
害
者
と
同
様
に
生

活
困
難
な
家
族
に
暖
か
い
施

策
を
早
急
に
求
め
ら
れ
ま
す
。 

｟
議
会
そ
の
後
｠ 

① 

学
童
保
育
所 

６
月
議
会
で
五
位
堂
、
二
上

に
加
え
西
真
美
で
待
機
児
童

が
お
ら
れ
、
保
護
者
、
子
ど

も
達
の
不
安
が
強
く
、
特
に

長
期
休
暇
中
希
望
者
に
は
、

入
所
可
能
に
す
る
よ
う
訴

え
、
各
々
学
童
地
域
で
は
休

業
中
の
教
室
を
利
用
し
て
、

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。 

来
年
は
、
制
度
も
変
わ
り
６

年
生
ま
で
入
所
で
き
施
設
や

指
導
員
さ
ん
の
人
員
配
置
等

の
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

➁ 

民
間
委
託
計
画 

１０
月
か
ら
ご
み
収
集
や
市
役

所
の
窓
口
業
務
の
民
間
委
託

計
画
で
職
員
数
削
減
が
実
施

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ゴ
ミ
収
集
や
市
役
所
窓
口

業
務
は
、
毎
日
の
生
活
に
大

変
影
響
す
る
仕
事
で
す
。
民

間
委
託
す
る
こ
と
で
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
守
ら
れ
る
の
か
、

市
民
が
気
安
く
相
談
で
き
る

の
か
等
々
、
懸
念
さ
れ
る
点

を
質
問
し
ま
し
た
。 

 

回
答
は
、
個
別
の
業
務
請

負
で
あ
り
偽
装
請
負
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
守
る
よ
う
に
す
る

と
の
答
え
に
終
わ
り
ま
し

た
。
先
が
け
て
実
施
さ
れ
て

い
る
自
治
体
で
は
、
職
員
の

質
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
正
規
職
員
を
計
画
的

に
増
や
す
よ
う
提
言
し
て
ゆ

き
ま
す
。 

●
今
、
議
員
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

議
員
の
仕
事
は
、
議
会
の

日
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
声
を
議
会
に
伝
え

る
。
準
備
段
階
に
お
宅
訪

問
、
宣
伝
活
動
、
政
策
作
り

等
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、 

日
本
共
産
党
は
政
党
助
成

金
、
企
業
団
体
献
金
を 

受
け
取
ら
ず
市
民
本
位
の 

立
場
を
貫
い
て 

い
ま
す
。 

２０１４. ９ 

Ｎo.０１１ 

発行責任 

⇒日本共産党 

香芝市議員 

中井政友 

⇒香芝市五位堂 

４―３５９－１ 

ma36sa83@kcn.jp 

『高齢者が安心して暮らせる社会を ! 』 

◇医療を削る、介護保険から要支援者をは

ずす「医療・介護総合法案」が強行成立さ

れました。国民の命が軽んじられています。 

◇医療面では、各県で病床削減計画をださ

せるもので、香芝では、東朋病院もなくな

り、病床が減ったら安心できません。 

◇介護保険、要支援のかたがたが介護保険

で出来たものが市の予算の範囲での取り組

みに変わってしまいます。実態調査に先日

は、市内の介護事業所さんを訪問させてい

ただきました。「ご協力を感謝いたします」 

 

 

 

９月議会が、はじまります 
 

＜「集団的自衛権容認反対の意見書」を提案します ＞ 
＜国民の声を聞き憲法九条に沿った政治をすべきです＞ 


